










 要旨:日本母性保護産婦人科医会(以下、日母)石川県支部の会員を対象にアンケートを行

い、HBs 抗原陽性妊婦を把握し、予防処置児の経過を追跡した。妊婦の 100%に HBe 抗原抗

体検査が行われた。HBe 抗原陽性 54 例の 100%が、陰性 146 例の 93.7%が予防処置を受け

た。子宮内感染が 1例 0.4%あったが予防処置終了後の児(139 例)の結果は、100%が HBs 抗

原陰性で経過し、1例 0.7%にワクチンの追加接種を必要としたが、95.9%が HBs 抗体 25PHA

価以上の良好な反応を示した。生年別中学 2年生の HBV 汚染率を HBc 抗体陽性率でみると

予防処置が全くなかった高校生の 4.15%に対し、予防処置率 40,54,67%の昭和 56,57,58 年

度生の中学 2 年生はそれぞれ 0.86,0.78,0.39%であって、汚染率は小さく、治験で行われ

た母子感染予防の効果を評価することが出来た。


